
る
と
こ
ろ
で
す
。

ダ
ン
プ
で
搬
入
し
て
き
た
山
砂
を
重
機

で
敷
き
均
す
と
い
う
作
業
を
繰
返
し
て
、

地
下
水
位
よ
り
３
㍍
ほ
ど
高
い
箇
所
ま
で

盛
土
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
洲
国
有
林
付
近
で
は
、
被
災
し
た
防

潮
堤
の
復
旧
工
事
や
民
有
林
の
海
岸
防
災

林
造
成
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
を
密
に
行
い
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
の
道
路
整
備
や
災
害
公
営

住
宅
も
完
成
す
る
な
ど
、
他
事
業
の
復
旧

も
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

当
署
と
し
て
も
早
期
の
海
岸
防
災
林
の

復
旧
・
再
生
を
目
指
し
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

「
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
」
の
様
々
な
活
用

～
大
空
高
く
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
で
支
援
の
Ｗ
Ａ
！
～

赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
赤
谷
セ
ン
タ
ー
）
は
、
群
馬
県

北
部
と
新
潟
県
と
の
県
境
に
広
が
る
国
有

林
野
を
対
象
に
生
物
多
様
性
の
復
元
と
持

続
的
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
し
て
も
森
林

環
境
教
育
等
に
関
す
る
技
術
的
な
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。ロ

ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
の
開
発

赤
谷
セ
ン
タ
ー
で
は
、
み
な
か
み
町
の

廃
校
（
旧
猿
ヶ
京
小
学
校
）
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
行
っ
て
い
る
「
㈳
猿
ヶ
京
小
学
校

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
か
ら
子
供
も
大

人
も
気
軽
に
楽
し
め
る
環
境
教
育
教
材
の

開
発
を
相
談
さ
れ
、
カ
エ
デ
の
種
を
ヒ
ン

ト
に
「
空
飛
ぶ
タ
ネ
の
模
型
（
名
称
：
ロ

ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
）
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
森
林
文
化
を
伝
え
、
緑
化
運

動
の
啓
蒙
を
通
じ
て
地
域
振
興
等
に
も
寄

与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
ア
イ
テ
ム
の
形

状
・
コ
ス
ト
は
も
と
よ
り
、
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
普
及
方
法
等
に
つ
い
て
も
、
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

間
伐
・
間
伐
材
利
用
等
の
推
進
の
Ｐ
Ｒ

平
成
25
年
５
月
１
日
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ

は
、
間
伐
材
マ
ー
ク
事
務
局
よ
り
間
伐
材

マ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
ロ

ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
を
通
じ
て
、
間
伐
推
進
の

普
及
啓
発
及
び
間
伐
材
の
利
用
促
進
も
Ｐ

Ｒ
で
き
ま
す
。

（３）平成２５年１０月１７日 関 東 森 林 管 理 局 第１１５号
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地
域
振
興
へ
の
寄
与

ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
は
、
県
産
の
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
間
伐
材
を
使
用
し
（
社
）
猿
ヶ
京

小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
製
作
し

て
い
る
こ
と
か
ら
地
域
振
興
ア
イ
テ
ム
と

し
て
も
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
袋
詰
め
の
作
業
を
沼
田
市
に
所

在
す
る
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
、
障
害
者
の
就
労
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

環
境
教
育

森
林
教
室
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
種
子
の

話
を
組
込
み
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
の
対

空
時
間
を
競
う
大
会
を
行
っ
た
り
、
昼
食

後
の
遊
び
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
メ
イ
ン
に
も
、
時
間
調
整
に
も
使

え
る
便
利
な
ア
イ
テ
ム
で
す
。

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
の
時
に
は
、
ブ
ー
ス
に
お
客

様
を
呼
び
込
む
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
用
の
ア

イ
テ
ム
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
を
ブ
ー
ス
前
で
飛
ば

す
と
、
空
高
く
舞
う
こ
と
か
ら
自
然
と
目

に
つ
き
、
ま
た
、
短
時
間
で
作
成
で
き
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
集
客
に

最
適
で
す
。

ま
た
、
み
な
か
み
町
で
は
、
抽
選
会
に

ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
に
賞
品
番
号
を
記
入
し
、

会
場
へ
向
け
て
飛
ば
す
と
い
っ
た
使
い
方

も
し
て
い
ま
す
。

担
当
者
に
よ
る
と
、
抽
選
の
賞
品
よ
り

ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
の
問
い
合
わ
せ
の
方
が

多
い
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
み
な
か
み
町
新
治
地
区
の
情
報

発
信
基
地
で
あ
る
道
の
駅
「
た
く
み
の
里
」

で
は
、
短
時
間
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

自
然
林
復
元
試
験
地

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
植
栽
に
頼

ら
ず
に
自
然
林
に
復
元
す
る
た
め
の
試
験

地
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見

学
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー

フ
を
使
っ
て
種
子
が
風
に
乗
っ
て
飛
ん
で

く
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

緑
の
募
金

（
社
）
猿
ヶ
京
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ

デ
ミ
ー
で
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
の
売
上

の
一
部
を
森
林
整
備
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
が
実
施

す
る
「
緑
の
募
金
」
へ
寄
付
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組

ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
は
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
誰
れ
も
が
一
緒
に
楽
し
め
る
様
々
な

可
能
性
を
も
っ
た
ア
イ
テ
ム
で
す
。

間
伐
材
マ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
た
こ
と

で
、
取
り
組
み
の
意
義
が
よ
り
深
ま
り
環

境
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
幅
が
広
が
り
ま

し
た
。

こ
の
ア
イ
テ
ム
を
み
な
か
み
町
発
！
全

国
区
へ
と
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
森
林
・

林
業
は
も
と
よ
り
、
地
域
振
興
に
も
寄
与

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
技
術
・
支
援
の

あ
り
方
と
し
て
、
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

ぜ
ひ
！
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
で
様
々
な
支

援
の
Ｗ
Ａ
！
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

平成２５年１０月１７日 関 東 森 林 管 理 局 第１１５号（４）
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